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１ ヒヤリハット報告書の目的と書き方

１）ヒヤリハット報告書の目的と意義
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ヒヤリハットの報告をする目的をハッキリとさせること
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ヒヤリハットの再発を防止することで、その先の重大事故の発生を防止すること

発生したヒヤリハット事例を他の人々にも認識させ、組織全体の事故防止に役立てる

ヒヤリハットを報告する目的

ヒヤリハットの背景
数千から数万の「不安全行動」「不安全状態」

ヒヤリハットの発生
「不安全」の結果である

「不安全」を解消する
事故の発生を未然に防ぐ

ヒヤリハットを報告する目的
ヒヤリハットの再発防止のみならず、事故の未然防止のためでもある
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２）ヒヤリハット報告書の書き方

ヒヤリハット報告、主にヒヤリハット報告書を提出することによって行われる
(緊急を要する場合は、口頭による報告、通報をすることにより行われる場合もあり)

HOW TO

When

いつ

What

何を

WRITE A

Who

誰が

Why

なぜ

REPORT

Where

どこで

How

どのように

5W1H

6W1H

場合により、
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③望ましい結果は？

①具体的？
②測定できる？

④可能だった？ ⑤要点は？


